
第
二
巻
　
　
紹
介
　
　
圏

害

饒
沖
り
ろ
は
営
む
べ
し
。
（
仁
及
就
燃
膿
行
、
欄
撹
ご
O
Q
＞
〔
梅
原
〕

　
　
　
　
　
あ
　
ヘ
　
セ
　
す
　
ち
　
あ

　
　
　
　
魎
日
本
歴
史
圏
録
　
　
第
壷
韓
．
第
武
輯

　
國
・
更
を
蘭
嵐
む
も
の
’
、
常
に
不
便
…
を
戚
心
ず
・
わ
も
の
に
跳
公
参
㍑
停
こ
す
べ
・
き
榊
週
醤

な
ろ
一
五
・
一
門
録
に
脳
之
・
し
・
寿
こ
、
“
」
な
ろ
べ
・
し
、
　
山
小
躍
録
ほ
此
の
鋏
隅
を
壌
さ
ん

れ
め
に
企
圃
ゼ
ら
れ
れ
る
も
の
に
し
て
、
高
鶴
健
自
或
を
編
輯
主
任
に
斯
界

の
諸
大
家
を
顧
問
ミ
し
て
、
端
唄
の
印
象
を
明
ら
か
な
ら
・
し
む
べ
き
逡
物
慧

蹟
等
の
一
目
を
港
ぴ
逐
次
刊
行
ぜ
ん
ミ
し
て
、
今
回
共
第
壼
及
び
第
球
輯
の

自
行
を
見
ろ
に
至
り
・
し
も
の
な
り
。
第
萱
輯
ほ
拾
五
赦
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
及

彩
色
版
一
葉
を
含
み
塾
其
申
に
は
藤
原
時
代
貴
族
の
掘
樂
の
状
を
偲
ぶ
べ
き

　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
う
　
　
セ
　
　
も

「
駒
競
行
幸
総
罰
」
の
蔀
を
始
め
§
し
、
融
武
天
皇
陵
に
塾
、
は
正
妻
及

劉
面
の
爲
翼
圏
、
丈
久
三
年
勅
使
滲
軍
隊
、
修
陵
砕
栢
影
等
を
蒐
め
、
叉
埴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
も

輪
の
圓
に
於
て
は
殿
種
代
表
的
の
も
の
を
逡
び
、
奈
，
艮
朝
峙
代
の
樂
器
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　

ぢ

は
釜
籏
、
院
戒
、
笙
及
悪
闘
を
表
は
・
し
。
其
他
窒
海
，
挙
無
異
，
源
頼
朝
、

や
　
　
へ
　
あ
　
　
　
ヤ
　
も
　
も
　
　
　
わ
　
セ
　
マ
　
あ
　
も
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ち
　
へ
　
　
　
さ
　
も
　
り
　
も
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
も

大
阪
陣
、
朱
印
離
、
餓
港
談
列
使
締
、
元
緑
風
俗
，
憲
怯
制
定
、
黒
髪
、
石

ぬ
　
　
へ

燈
慌
筆
各
種
方
面
の
事
物
に
干
し
て
興
味
あ
ろ
圓
錐
を
牧
め
あ
り
。
第
戴
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
を
　
へ

に
於
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
射
藝
ζ
し
て
「
男
裟
三
鄭
糟
倦
」
の
一
部
を
ご
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
め
　
あ
　
ゑ
　
へ

て
彩
色
版
に
ぜ
る
を
初
め
ミ
己
、
以
下
仁
徳
天
皇
陵
に
關
す
る
も
の
数
輩
，

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
あ
　
　
も
　
　
　
　
セ
　
　
ゆ
　
　
も
　
　
も
　
セ
　
　
つ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ゆ
　
　
ロ
も
　
　
へ
　
も
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

鳥
毛
立
女
屏
風
，
後
三
年
の
役
鳳
鳳
鍵
の
各
都
よ
り
天
主
教
修
妊
確
約
、
彰

へ
　
　
へ

義
電
撃
に
關
ず
う
も
の
に
及
び
凡
て
七
十
二
個
の
圖
版
あ
り
。
第
壼
、
第
武

庫
共
に
別
に
三
十
絵
頁
の
三
論
書
を
附
∵
し
て
各
圖
に
毅
い
て
親
切
な
ろ
説
明

餓
が
　
三
號
　
　
一
側
四
山
ハ
　
（
五
一
七
）

を
施
也
琴
。
総
σ
て
集
の
材
轡
の
送
爆
及
び
各
圃
の
配
當
F
於
て
編
輯
巻
の

苦
心
の
察
す
べ
・
き
も
の
め
β
り
、
　
ロ
バ
一
三
小
の
中
に
■
…
關
…
聴
す
る
榊
驚
濁
の
圓
版
酬
を
牧

め
ん
“
」
し
六
る
も
の
め
り
て
爲
め
に
圏
の
構
々
小
に
過
．
　
で
れ
る
期
き
も
の
あ

る
は
、
費
用
の
闘
係
も
あ
ろ
べ
帥
り
れ
こ
も
、
　
一
此
稀
噺
剛
録
ご
・
し
て
、
は
切
弔
蜀
の
戒
聯

を
憧
恥
く
離
停
電
か
・
り
ざ
る
．
へ
・
し
監
　
妖
勘
れ
ざ
も
本
M
醐
録
け
n
我
圃
一
霊
化
の
各
方
面
に
．

互
り
信
櫨
す
べ
き
材
料
ド
よ
っ
て
参
考
鯉
を
提
供
也
ん
ミ
す
ろ
も
の
ド
し
て

世
上
容
易
に
見
る
を
得
ざ
る
も
の
を
も
集
め
六
る
を
以
て
實
F
國
奥
の
敏
胃

に
於
て
其
規
多
き
の
み
な
ら
す
、
一
般
家
庭
に
於
て
も
好
藩
．
鑑
蜜
の
料
隔
る

を
失
は
ざ
う
も
の
な
り
。
（
東
京
市
麹
町
融
手
園
町
歴
吏
謬
考
圃
刊
行
倉
験

行
、
非
費
品
、
禽
員
頒
布
〔
西
田
〕

　
　
　
　
　
や
　
　
ぬ
　
や
　
め
も
　
　
や
　
　
へ
　
　
ぶ
　
　
ネ

　
　
　
　
爾
酬
先
祭
純
ミ
日
本
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
攣
簿
士
穂
積
陳
重
著
　
穗
積
鉱
夫
謬

　
本
書
に
著
煮
が
明
治
三
十
二
年
羅
馬
に
て
醐
催
の
萬
國
東
洋
一
銭
席
上
試

み
れ
る
講
演
の
原
爆
〉
き
。
費
匿
ノ
く
臼
脇
三
H
）
ρ
．
乙
旨
ε
賢
島
。
り
貧
メ
の
訂
．
止

墳
補
第
三
版
の
縄
墨
な
q
、
c
凡
イ
、
鼠
編
†
六
章
及
び
附
錐
一
編
よ
り
成
り
わ

も
　
へ

繕
論
に
拭
世
昇
に
於
け
る
鼠
先
山
醗
の
遙
去
及
び
貌
在
を
叙
し
、
第
一
編
醗

る
　
へ
　
ぎ
　
め
　
へ

先
舞
祀
概
論
に
に
耐
先
輩
認
は
父
組
に
劉
ず
る
敬
愛
か
其
超
囚
に
・
し
て
，
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
も
　
へ

糺
會
生
湧
の
起
原
は
貿
に
認
先
祭
灘
に
外
な
ら
す
ε
論
じ
、
第
ご
全
日
本
に

も
　
お
　
ヘ
　
ヘ
　
セ
　
ヘ
　
へ

於
け
る
羅
先
祭
祀
に
拭
露
庫
に
手
慣
の
祭
覗
ご
琉
組
の
祭
祀
、
こ
家
瓢
の
祭
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ち
　
　
ゆ
　
　
あ
　
も
　
　
を
　
　
も
　
　
も

の
冠
三
種
あ
る
を
叙
し
．
第
三
編
麗
先
祭
祀
ミ
法
律
の
條
に
は
日
本
の
政
治



、
は
祭
政
一
致
F
む
て
卦
政
艘
よ
り
見
れ
ば
瀞
樒
的
、
家
父
磁
的
、
立
惹
的
を

兼
れ
、
一
の
「
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
」
F
似
て
而
も
事
黒
垂
所
以
を
論
．
し
、
叉
皇

室
瓢
先
の
祭
灘
に
國
民
的
野
重
な
る
事
を
蓮
べ
、
我
國
の
薫
法
、
皇
室
に
記

す
ろ
規
定
、
古
代
重
し
に
塗
す
．
φ
規
定
、
近
世
の
豪
し
F
醐
す
・
・
民
法
を
始

あ
ミ
し
て
婚
姻
法
、
養
子
油
、
養
子
離
繰
言
及
び
相
績
法
等
、
我
事
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
悉
く
紐
先
祭
薦
皇
ハ
根
本
義
、
・
、
し
曇
る
灰
以
を
論
ぜ
り
。
附
攣
、
養
子

沿
拶
論
佳
古
來
皐
老
の
之
漁
す
る
議
論
藁
げ
、
概
れ
儒
二
言
異
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

一
三
を
斐
し
、
閾
學
薯
醐
に
之
を
・
疋
輕
る
事
を
叙
し
、
第
二
、
由
非
正

慧
運
漕
隷
罫
羨
に
於
査
徳
川
幕
府
が
肇
Σ
て
肇
法
、

を
嚴
酷
に
し
、
三
二
特
に
外
様
大
名
の
漸
絶
を
謀
り
ぬ
う
に
、
其
国
辱
、
し

て
涙
人
を
輩
出
・
蓬
に
天
草
事
件
に
次
で
玉
門
正
雪
事
実
を
誘
致
《
る
に
驚

き
て
其
政
策
を
一
懲
学
し
重
る
事
を
蓮
ぺ
敦
り
O
　
〔
清
原
貞
雄
〕

　
　
　
　
　
つ
　
も
　
へ
　
め
　
モ

　
　
　
　
㊥
月
日
の
民
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
久
四
面
蔚

　
本
書
ほ
徳
冨
猪
哺
華
氏
鑑
修
置
目
博
士
吉
野
伶
諸
氏
編
輯
の
下
に
成
る
現

代
叢
書
第
二
期
の
鮎
苗
巻
ビ
し
て
刊
行
ぜ
ら
れ
、
極
東
諦
民
族
の
歴
史
、
本

態
性
情
、
二
丈
を
解
訊
・
し
穴
う
も
の
な
る
が
、
主
電
・
し
て
漢
、
浦
、
蒙
高
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

藏
の
五
民
族
に
就
て
設
け
リ
．
輿
の
主
な
る
表
目
を
摘
出
ぜ
ば
、
第
一
章
序

脚
費
て
は
撫
勲
恥
蜘
除
脚
㍉
砂
勲
⑳
箏
勢
か
㌍
纐
閨
等
第
二
章
漢
民
族
に
て

　
や
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
や
　
セ
　
　
　
セ
　
カ
　
ヘ
　
へ
も
　
へ
　
た
　
や
　
も
も
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
ヤ
　
へ

は
漢
族
西
搬
の
読
、
上
古
漢
昆
族
の
勤
航
民
族
，
三
代
秦
漢
乃
至
明
浩
各
．
時

第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
魎

、
　
塾
　
駆
　
》
、
　
　
　
W
　
、
　
㌃
　
、
　
、
　
　
　
喜
　
㌔
　
秘
　
も
　
、
　
妄
　
㌔
　
塾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
レ

代
の
漢
民
族
、
漢
人
民
族
性
、
西
洋
人
の
漁
人
槻
嘘
獄
等
第
三
章
ψ
に
て
は
瀧
蒙

ヤ
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
レ
　
セ

回
藏
の
四
葦
登
の
溝
長
盛
衰
盲
あ
7
－
b
各
章
何
れ
も
蕃
者
が
專
門
の
無
闇
的

見
地
よ
り
濾
健
な
ろ
學
設
を
鳥
総
し
子
易
簡
潔
に
記
ぜ
る
も
の
な
れ
ば
極
東

の
天
地
が
今
や
鼓
治
、
維
漉
、
遠
忌
、
乃
至
軍
事
上
に
於
て
東
閃
諸
國
よ
り

注
臼
蓋
親
ぜ
ら
れ
つ
・
あ
る
折
摘
、
讃
老
を
稗
盆
す
る
少
か
ら
ざ
ろ
べ
こ
、

巻
末
に
「
人
名
地
名
索
引
、
事
項
索
引
を
附
ぜ
ろ
は
用
意
周
鋼
な
り
（
民
友
赦

着
て
二
〇
）

　
　
　
　
　
　
も
　
や
　
へ
　
も
　
ぬ
　
せ

　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
爾
第
二
圓
支
那
年
鑛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
亜
二
丈
禽
目
垢
行

支
那
各
般
の
事
．
項
が
激
字
至
上
明
に
於
て
銃
如
し
六
ろ
断
多
奇
ほ
支
那
奥
研

究
者
の
最
も
澱
偲
亡
す
る
豚
、
從
っ
て
支
那
に
於
て
統
計
的
材
料
を
得
む
ご

す
る
に
は
思
は
ざ
る
苦
心
を
要
す
る
は
云
ふ
準
も
無
し
。
束
距
弓
丈
會
張
匹

見
ろ
所
あ
り
、
明
治
四
＋
五
年
よ
叫
年
銀
の
編
纂
に
着
手
む
、
命
飼
其
第
載

回
の
も
の
を
出
す
に
至
れ
り
。
一
千
鯨
貰
に
互
ろ
大
酔
に
乙
て
翫
積
，
入
瓢

政
髄
、
政
治
一
財
政
、
公
漬
、
外
交
、
陸
軍
、
海
軍
、
農
業
、
欝
業
、
工
業

商
曾
、
會
砒
、
百
姓
、
水
蓮
、
郵
便
、
電
儒
、
銀
行
、
保
瞼
塾
外
姻
貿
易
、

入
名
錐
，
新
聞
の
二
＋
二
項
に
分
類
亡
、
各
項
簡
潔
な
る
記
蓮
は
苦
心
液
得

ゼ
し
統
計
奪
蒲
挨
ち
て
支
那
研
究
者
を
稗
釜
す
お
．
研
甚
大
な
ろ
を
信
ず
（

同
會
、
頂
五
、
O
O
）
　
　
　
　
　
　
，
　
・

　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
醗
印
度
佛
敏
臭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
碑
行
啓
碧

第
三
審
・
一
四
七
　
（
五
一
八
）
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